
ICT活用指導力の向上

コンピュータ等の情報手段を適切に用いて、情報を整理・比較・伝達する力や、基本的な操作技能、プログラミン
グ的思考、情報モラル、情報セキュリティ、統計等に関する資質・能力を含む情報活用能力を育成
・人権感覚に裏打ちされた情報活用能力の育成
・デジタル・シティズンシップの観点を踏まえた情報活用能力の育成

福岡県学校教育ICT活用推進方針（県立学校版）の概要

世界標準のコンピテンシーを備えた次世代を担う『人財』の育成

Critical thinking ･･･情報を客観的かつ分析的に精査し吟味する力

Creative thinking ･･･学んだ知識や考えを生かし新たに創造する力

Communication ･･･他者を尊重し議論する力

Collaboration ･･･対話や協働を通じてアイデアを共有し、納得解を生み出す力

Contribution ･･･持続可能な社会の作り手となるために貢献していく力

・高校教育課ICT教育推進室、特別支援教育課指導班による各学校への支援、指導・助言
・情報通信技術支援員（ICT支援員）の配置
・１人１台の学習者用端末、教員用端末の配備
・高速かつ安定した校内通信環境の整備、学習者用端末を安全に使用するためのセキュリティ対応

あらゆる教育活動でのICT活用

「協働的な学び」「個別最適な学び」

ICT活用

「探究型の学び」「教室外・授業外
での学び」

これまでの
教育実践 ×

生徒の学びの
プロセスを
多様化させる

生徒が自分で考え、
対話を通じて
理解を深める

【令和５年度前半までに】

 生徒がICTを授業で活用することを日常の姿に
【令和５年度中に】

 端末・インターネットを介して、意見共有・情
報交換などを通じ生徒同士の学び合いを促進

 授業以外の時間でもICTを活用した学びを深化
【令和６年度までに】

 時間や空間の縛りに捉われず、生徒が主体的に
学ぶ姿を実現

【ICT活用指導力の指標】
文部科学省が策定した「教員のICT活用指導力のチェックリスト」に

下記の項目を加え、「できる」「ややできる」を100％に
主な教員研修

県立学校が育成する「人財」

情報活用能力の育成

ICTを活用した授業改善による学びの質の向上

※ 特別支援学校においては、児童生徒の発達段階や
障がいの状況等に応じて実施

ICT環境・活用推進体制整備

各学校で「ICT活用の手引」を作成するなどして、県配備の1人1台端末の管理の在り方や適切な使い方を生徒や保護
者と共有し、協力を得ながらICT活用について着実な理解促進を図る

ICT活用に係る生徒・保護者等の理解の促進

・各教科での指導をはじめ、学校のあらゆる場面で生徒主体の教育活動を通して、こうした人材育成を実現
・ＩＣＴの活用は、目的ではなく、これを実現するために必要不可欠なツール

５
Ｃ
の
育
成

＜令和４年度中に100％＞
☑ 機器の管理と基本操作について指導ができる
☑ ウェブ会議システムを利用して同時双方向型の学習指導ができる
☑ 県配備のアカウントで課題を配信・回収し、評価できる

＜令和５年度中に100%＞
☑ 動画等の教材を作成し、クラウドにアップロードして共有できる
☑ アンケートや小テスト等をオンラインで実施し、授業や評価に

活用できる
☑ タブレットを活用した資料作成の指導ができる
☑ タブレットを活用した協働学習の指導ができる
☑ タブレットを活用した発表の指導ができる

ベストミックス

×

詳しくは
こちらで


